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４月号

湿原散歩
雪解けが進み、湖を覆っていた氷が岸辺近くから解け始め、

湖面が顔を出した。待ちわびていた水鳥たちは嬉しそうに開

いた水面に降りたつ。サルルントーではエゾシカたちが沼の

氷を蹴って、穴から湧き出る水を飲み始めていた。４月は冬鳥

と夏鳥が入れ替わり始める季節でもある。そこは人も鳥も同じ

のようだ。夕暮れ時、恋の季節に入ったアオサギたちは、湖

南の森に形成されたコロニーに集まり、繁殖期を迎えようとし

ていた。

　　　　　　　　　　　　釧路湿原国立公園    塘路湖エコミュージアムセンター (あるこっと )だより
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塘路フィールドノート【３/ １５～４/ １４】
【植物】

　

②

春を告げる植物を、スプリング・エフェメラル ( 春の妖精 ) と呼びます。塘路湖周辺の山々でも、
陽当りの良い斜面では既に多くの草花が春を告げています。夏の花は準備中といったところ。

エゾエンゴサク（サルボ登山口）
青く涼しげな花を咲かせます。虫がよく受粉す
るよう円柱形の距になっている（4 月上旬）

アキタブキ（サルボ登山口）
フキノトウと呼ばれる春を告げる花のひと
つ。雄花はこのまま枯れてしまうという

キタミフクジュソウ（サルボ登山口）
陽当りの良い斜面で、存在感のある黄色い
花を開き春を告げています（4 月上旬）

バイケイソウ（サルボ登山口）
夏に梅のような緑色の花を咲かせるユリの
仲間。既に開花の準備に入っているようだ

フッキソウ（塘路湖畔）
夏、人知れず暗い林床で白い花を咲かせる
植物。既に蕾をつけていた

ネコヤナギ（アレキナイ河畔）
猫の尾のような花穂をつけることから、こ
の名がある。河畔林で咲いていた



③

【野鳥】
　解氷が進んだ湖面には、多くの水鳥たちで、賑わい始めている。森で暮らす小鳥たちも、冬の主食である木の芽から、
雪下や樹皮下で動き始めた虫に狙いを定めてきた。湖南にあるアオサギのコロニーは、今年も賑わいを見せ始める。

カワアイサ（塘路湖）
湖の解氷に合わせるかのように、塘路湖へ
の飛来数も増えてきた

ミコアイサ（塘路湖）
番いでいることが多い。雄は白くパンダのよ
うに目の周りが黒いのが印象的

アオサギ（塘路湖畔）
繁殖期が近づくにつれて、番いで過ごす時
間が増えてきている

オオワシ（サルルントー）
そろそろ北へ渡る季節。長旅前の羽休めを
しているのかも知れない

オジロワシ（シラルトロ湖）
ハシボソガラスと死んだ魚を取りあって、
追いかけっこをしていた

タンチョウ（アレキナイ川流域）
一箇所で動かず、毛繕いをしていた。パー
トナーの帰りを待っているのかな

オオアカゲラ（塘路湖畔）
繁殖期に向けて、食欲も旺盛になる季節。
無心に枯れ木や枝を突ついていた

コゲラ（塘路湖畔）
キバシリやカラ類に交じって行動しているこ
とがあるが、歴としたキツツキの仲間

ハシボソガラス（塘路湖）
氷の穴から自分の倍はあろうかという鯉の
死体を引きずり出して食べていた

ウソ（塘路湖畔）
人馴れしているのか、近づいても無心に小
さな木の芽を食べていた　アトリ科

ベニマシコ（塘路湖畔）
湖畔林の樹上で囀っていた。いちごミルク
のような色が愛らしいアトリ科の鳥

シロハラゴジュウカラ（塘路湖畔）
湖畔の森で、「フィフィフィ」と、よく響く
声で鳴いていた



～編集後記～
■ 4 月上旬には少し雪も降ったが、中旬頃には晴天

も続き、日中の気温も上がってきた。塘路湖周辺で暮

らす野鳥や動物たちも、春の陽気に誘われて繁殖期

を迎えようとしている。塘路湖エコミュージアムセン

ターは、4 月より人も入れ替わりましたので、心機一転、

取り組んでいこうと思います。

◆日出・日入時間　3/15(5:46,17:40). 3/31(5:18,17:59).4/14(4:54,18:15)　

④

釧路湿原国立公園

塘路湖エコミュージアムセンター　あるこっと

〠 088-2264　北海道川上郡標茶町塘路原野
TEL：015-487-3003       FAX：015-487-3004
E-mail：emc@hokkai.or.jp

開館時間：10：00 ～ 16：00
                 （４～ 10 月：17：00 まで）
休館日：毎週水曜日　12 月 29 日～ 1 月３日
　　　　入館無料

インスタグラム

　＜ご挨拶＞
　皆様、始めまして、4 月 1 日より、佐藤さんの後任として、塘路湖エコミュージアムセンター
で指導員に着任致しました、高橋と申します。野生生物 ( 特に鳥類、魚類、昆虫類 ) が好きで、
観たい生物がいると、どこにでも足を運びます。今まで観てきた生物の知識や経験を、当館
を訪れる皆様に発信していけたらと思っています。どうか皆様、よろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導員　高橋

春の展望台散策会春の展望台散策会春の展望台散策会

早朝バードウォッチング早朝バードウォッチング早朝バードウォッチング

（0154-65-2323）（0154-65-2323）（0154-65-2323）（0154-65-2323）（0154-65-2323）

５月の５月の５月の自自自然然然ふふふれれれ いいい行事行事行事
事前の申込が必要です。事前の申込が必要です。事前の申込が必要です。

【両生類】
　4 月中旬、エゾアカガエルの大合唱が始まった。釧路市ではキタサンショウウオの美しい卵塊も確認された。

エゾアカガエル卵塊（アレキナイ）
合唱のあとには、おびただしい卵塊が確認
された（4 月中旬）

キタサンショウウオ卵塊（釧路市）
青白く光る、神秘的な卵塊。今年の産卵は
まだ始まったばかり（4 月中旬）

エゾアカガエル（アレキナイ）
春恒例の大合唱が始まった。交配と産卵を
繰り返していた（4 月中旬）


